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「
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
の
被
害
状
況
並
び

に
そ
の
対
応
に
つ
い
て 

「
平
成
二
十
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
の
被
害
状
況
及
び
そ
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、
こ
の
災
害
に
よ
り
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
御
遺
族
に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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六
月
十
四
日
午
前
八
時
四
十
三
分
頃
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ



ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
力
で
は
最
大
で
約
二
万
九
千
戸
の
停
電
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
復
旧
し
て
お
り
ま
す
。
水
道
で
は
約
五
千
戸
の
供
給
停
止
が

発
生
し
、
現
在
も
約
三
千
五
百
戸
の
断
水
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
岩
手
県
奥
州
市
と
宮
城
県

栗
原
市
に
お
い
て
震
度
六
強
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
今
朝
の
時
点
で
、
死
者
十
名
、
行
方
不
明
者
十
二
名
、

負
傷
者
二
百
六
十
六
名
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
に
よ
る
道
路
の
寸
断
や
河
道
の
閉
塞
な
ど
の
被
害
に
加
え
、
現

在
も
余
震
が
断
続
的
に
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
道
路
の
寸
断
の
た
め
現
在
も
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々

が
お
り
ま
す
。 

  

政
府
の
対
応
で
す
が
、
地
震
発
生
後
直
ち
に
、
緊
急
参
集
チ
ー
ム
が
官
邸
の
危
機
管
理
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現
地
で
は
、
発
災
以
来
、
警
察
広
域
緊
急
援
助
隊
や
緊
急
消
防
援
助
隊
、
海
上
保
安

庁
等
が
被
災
者
の
救
助
活
動
等
に
当
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
岩
手
県
知
事
及
び
宮
城
県
知

事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
が
救
助
活
動
や
給
水
支
援
、
道
路
啓
開

等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
に
参
集
し
、
情
報
収
集
等
に
当
た
る
と
と
も
に
、
総
理
の
指
示
の
も
と
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
被
災
者
の
救
出
・
救
助
活
動
を
始
め
と
す
る
災
害
応
急
対
策
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

私
自
身
も
政
府
調
査
団
の
団
長
と
し
て
、
直
ち
に
現
地
に
入
り
、
被
災
状
況
の
調
査

等
を
行
い
、
山
間
部
に
被
害
が
集
中
し
て
い
る
様
子
な
ど
を
直
接
確
か
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
昨
日
、
関
係
閣
僚
会
合
を
開
催
し
、
総
理
か
ら
政
府
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

重
ね
て
指
示
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
関
係
閣
僚
間
で
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

さ
ら
に
、
発
災
当
日
よ
り
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
関
係
省
庁
間
で
情
報
の
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共
有
や
対
応
状
況
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
宮
城
県
の
栗
原
市
に
政
府
現
地
連
絡
対

策
室
を
設
置
し
、
ま
た
、
岩
手
県
に
情
報
連
絡
要
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
被
災
地
の
情

報
収
集
や
被
災
地
方
公
共
団
体
の
要
望
把
握
な
ど
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
救
助
法
が
岩
手
県
一
関
市
、

宮
城
県
栗
原
市
な
ど
七
市
町
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
地
で
は
、
現
在
も
な
お
余
震
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
被
災

者
へ
の
支
援
や
被
災
地
の
速
や
か
な
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
一
体
と
な
っ
て
全
力
を

挙
げ
て
対
応
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


